柳田国男と沖縄文化 : 『海南小記』と『海上の道』をめぐって by 並松 信久
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第 3 節は「島の入会」（原題）として 1914（大正 3）年 12 月に『郷土研究』
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誌に発表され、第 4節は「島の人生」（原題）として 1924（大正 13）年 8 月
に『太陽』誌に発表されたものである。第 3節の原題に示されているように、
柳田はすでに少なくとも 1914（大正 3）年に島の入会問題に関心をもっていた。































































たん帰国するものの、翌 22（大正 11）年 5月にふたたび渡欧して、ジュネー
ブで冬を過ごした。この滞在中に『海南小記』の執筆に取りかかったという
ことである。もっとも、ジュネーブの滞在は、偶然ではあったものの、沖縄
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とまったく無関係というわけではなかった。柳田の宿泊先の近くに、沖縄の































柳田が沖縄・那覇に上陸したのは、1921（大正 10）年 1 月 5 日であった。























































帰京後まもなく『東京朝日新聞』紙上で、1921（大正 10）年 3 月 29 日か
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た沖縄諸島の神女の話と比べて、やまとの島の泉にまつわる話には、弘法大
師と老婆とのやり取りが多く、彩色がくすんでいるという。さらに三つ目の「炭







あ じ ま さ
遅摩佐の島」（久留米市中学明善校における講演）である。こ























































































。そして翌 1923（大正 12）年 11 月の「南

























































































































話会は 1922（大正 11）年 4月から 1933（昭和 8）年 5月まで開催され、不定
期に 24 回の会合がもたれた。この会合には約 20 名の在京県人が参加したが、















が南島談話会の常任幹事となり、後に金城は『南島談話』誌（1931 ～ 32 年）
の編集を担当する
（33）





























































































































































































































































南島談話会は 1932（昭和 7）年末まで約 20 名の沖縄県人が参加していたもの









































を後藤が筆録して、翌 1934（昭和 9）年 8月に『民間伝承論』（共立社書店）
として刊行された。そして 1935（昭和 10）年 7月から 8月にかけて、柳田の
還暦を記念して開催された日本民俗学講習会を機に「民間伝承の会」が結成
され、同年 9月に機関誌『民間伝承』が創刊された。この時に、戦後の 1947（昭
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